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ＪＲ四国連合 安全ディスカッション 

ＪＲ四国連合は５月 19 日、松山市内において、

安全ディスカッションを開催した。開催地の松山

運転所車両基地については、移転以降、現場組合員

から不安全事象等の報告を数多受けており、ＪＲ

四国労組も再三にわたって会社に申し入れ、警鐘

を鳴らし続けていた。しかしながら、大変遺憾なこ

とに昨年９月、傷害事故が発生。幸いにも命に別状

はなかったが、一歩間違えば重大労災事故に繋がりかねない事象となった。 

こうした背景から、当日は加盟組合であるＪＲ四国労組・ジェイアール四国メンテ

ナンス労組からそれぞれ役員が参加。職場実態の報告をもとに、現地状況を視察のう

え、実効性ある対策を施すため、課題解決にむけて熱心な討議を行った。 

冒頭、挨拶に立った大谷清会長（ＪＲ四国労組執行委員

長）は、「安全・安定輸送の確立はすべてに優先される。

ＪＲ四国労組としても昨年発生した傷害事故を重く受け

止めており、あらためて社員の安全を守れない会社にお客

様の安全は守れないとの認識に立ち、職場から働く者の視

点で妥協ないチェック機能を果たしていく」と強く訴え

た。また、ＪＲ連合からは鎗光俊勝労働政策部長（安全担

当）が出席し、「会社経営が苦しい時こそ安全意識を高め

なければならない。労働組合としてチェック機能を果たすべく、職場内・組織内コミ

ュニケーションを充実・強化し、チーム力を高めていこう」と呼び掛けた。 

その後、ジェイアール四国メンテナンス労組の山内智広執行委員長より過日実施さ

れた安全パトロールの点検結果について報告を

受け、報告内容をもとに現地視察を実施した。 

今回の安全ディスカッションを通じて得られ

た知見をもとに、労使でより一層安全意識の醸

成を図るとともに、グループ会社・協力会社と

連動した前向きかつ迅速な取り組みを会社に求

めていく決意をあらためて共有した。 


